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1.は じ め に
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2-4 資 料 の 内 容
今回,分析に使用 した資料は次の とお りである｡但 し,各録画資料から
それぞれ 3分間ずつ分析に使用 した｡撮影場所は全て大阪大学構内である｡
2-5 資 料 の 整 理
国立国語研究所では,1970年代末か ら南不二男 ･江川清 ･米田正人 ･杉






































































































(表 1)の場合, Fタイプ (Fl･F2･F3･bF)だけで全体の78.3%を
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占めている｡また,個々の首振 り動作に目を向けてみると,Fタイプの中
でも特にF lとbFの割合が高く,更にBタイプのB lを加えると, Fl
･bF ･B lの3種類だけで全体の88.0%に上ることがわかる｡











の87.5%を占めているが,R lの場合はわずか 16.60/Oに過ぎないoR I把
は,実質的発話も含めて,日本人にはあまり見られない顎をしゃくりあげ
るような動作 (Bタイプ)が多く見られるようであるo




























































































では ｢聞き手に相づちを送 りやすくするコソテクトを作 り出す｣と共に
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｢話し手が話の流れをコンマで切る様に,文節の切れ目でよく見 うけられ｣





発話を次の5つの部分に分けて,話 し手 ･聞き手の首振 り動作の現れ方を
観察 した｡次の表は発話の各部分における首振 り動作の出現量(回)とその
割合(%)を表 しているO但 し,本節で ｢発話｣ という場合はすべて実質的
発話を表すこととし,途中で聞き手側から何らかの反応が返 ってきても,
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く表8〉 【外国人留学生】
(表 7)から,日本人学生の場合,話 し手の首振 り動作は,
②発話中のポーズの前
⑤発話を終える前
の部分で最 も多 く,前述の ｢文節の切れ目｣と一致する｡一方,外国人留
学生の首振 り動作が最 も多 く現れるのは,
④その他の発話中/③発話中のポーズの後


















































発話師 T7可 ポ ズー
なわち,｢文節の始め｣に 図2 資料 9より
現れるBタイプの動作では,首を振り上げる時の ｢始点｣が,談話中の名








































































































































































































6.お あ り に
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